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「

た

だ

一

燈

を

頼

め

」

校

長

久

保

田

範

夫

最

近

、

安

積

の

地

が

生

ん

だ

江

戸

末

期

の

儒

学

者

安

積

艮

斎

の

名

を

よ

ご

ん

さ

い

く

耳

に

す

る

よ

う

な

り

ま

し

た

。

本

校

期

Ｏ

Ｂ

で

県

教

育

委

員

長

89

（

昨

年

月

日

に

就

任

）

で

あ

る

12

24

高

橋

金

一

氏

は

、

昨

年

七

月

、

県

教

育

委

員

会

の

メ

ー

ル

マ

ガ

ジ

ン

の

中

で

、

本

校

期

Ｏ

Ｂ

で

あ

る

安

藤

智

99
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重

氏

の

著

作

「

安

積

艮

斎

艮

斎

文

略

訳

注

」

（

福

島

民

報

出

版

文

化

賞

受

賞

）

に

触

れ

つ

つ

、

詳

細

に

書

い

て

い

ま

す

（

県

教

委

の

で

閲

覧

HP

可

能

で

す

の

で

是

非

御

一

読

を

）

。

ま

た

安

藤

氏

は

、

昨

年

月

に

「

安

11

積

歴

史

入

門

」

（

歴

史

春

秋

社

ブ

ッ

ク

レ

ッ

ト

安

積

１

）

を

出

し

、

「

日

本

の

師

」

安

積

艮

斎

に

か

な

り

の

紙

数

を

割

い

て

い

ま

す

。
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二

二

八

〇

名

余

の

門

人

帳

に

は

、

今

年

の

大

河

ド

ラ

マ

で

話

題

の

吉

田

松

陰

、

高

杉

晋

作

、

岩

崎

弥

太

郎

（

三

菱

創

始

者

）

等

、

近

代

日

本

の

礎

を

造

っ

た

錚

錚

た

る

人

物

が

名

を

連

ね

て

お

り

、

昌

平

坂

学

問

所

教

授

も

務

め

た

艮

斎

の

こ

と

を

、

福

島

県

人

は

、

少

な

く

と

も

郡

山

の

人

間

は

も

っ

と

知

る

必

要

が

あ

る

の

で

は

な

い

で

し

ょ

う

か

。
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さ

て

、

そ

の

艮

斎

が

江

戸

に

出

て

学

ん

だ

の

が

佐

藤

一

斎

で

し

た

。

一

斎

の

弟

子

に

は

、

艮

斎

の

他

に

も

、

勝

海

舟

、

坂

本

龍

馬

ら

の

逸

材

を

育

て

た

佐

久

間

象

山

等

が

い

て

、

艮

斎

同

様

も

っ

と

注

目

さ

れ

て

よ

い

人

物

だ

と

思

い

ま

す

。

今

回

は

、

集

会

等

で

話

し

た

一

斎

の

言

葉

を

改

め

て

紹

介

し

ま

す

。

一

燈

を

提

げ

て

暗

夜

を

行

く

。

さ
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暗

夜

を

憂

ふ

る

こ

と

勿

れ

、

た

だ

一

燈

を

頼

め

。

（

言

志

晩

録

条

）

13

一

般

的

に

は

、

「

た

と

え

小

さ

な

光

で

も

、

大

き

な

闇

で

は

な

く

光

に

目

を

向

け

る

べ

し

。

そ

の

小

さ

な

光

を

信

じ

て

歩

み

続

け

よ

」

と

解

釈

さ

れ

ま

す

が

、

こ

の

一

燈

の

光

は

、

志

、

希

望

、

夢

、

愛

な

ど

様

々

に

読

み

解

く

こ

と

が

で

き

ま

す

。

講

談

社

学

術
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文

庫

の

訳

者

は

、

「

自

己

の

堅

忍

不

抜

の

向

上

心

」

と

し

て

い

ま

す

が

、

皆

さ

ん

は

如

何

で

し

ょ

う

か

。

苦

し

く

て

挫

け

そ

う

に

な

っ

た

時

、

一

斎

の

言

葉

を

思

い

出

し

て

く

だ

さ

い

。

己

を

信

じ

て

、

今

で

き

る

こ

と

を

一

つ

ず

つ

こ

な

し

て

い

く

、

こ

の

繰

り

返

し

に

よ

っ

て

、

小

さ

な

光

が

も

う

少

し

先

ま

で

照

ら

し

出

し

、

己

の

進

む

べ

き

道

が

見

え

て

き

ま

す

。
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